
NiigataDent.31(2):173-178, 2001

-原著一
長野赤十字病院口腔外科における時間外患者の臨床統計的観察
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Abstract:EmergencypatientswhovisitedNaganoRedHospitalonholidaysandovertimefordentalandoral

surgicaltreatmentbetweenJuly1997andMarch2000werestudied.Theresultswereasfouows:

1.Thetotalnumberofpatientswas659whichconsistedof381males(57.8%)and278females(42.2%)Witha

peakinthethirddecadeinthe早gedistribution･

2.Thirtyfivepatients(5.2%)Werebroughttoourhospitalbyambulance.

3.PatientslivinginNaganocityaccountedfor76.9%ofthepopulation.

4.ThepatientsvisitedusmostofteninAugustandDecember,onSaturdayandSundayandbetween18and21

otclock.

5.Theuseofemergencyroomwasthefirstexperiencefor539patients(80.8%).

6･Sixtythreepatients(9･4%)werereferredtous,mostly年omdentalclinics･

7.Painseenin295patients(442%)wasthemostfrequentlyencounteredchiefcomplaint,

8.Softtissueinjurieswereseenin141patients(21.1%).Includingjawbonefractures,traumaaccountedfor

43.6%ofthediagnoses.

9.Fortypatientswerehospitalized.

Withtheincreaseofemergencypatientsinourhospital,therateofpatientsrequiringoralsurgicaltreatmenthas

increased.Thusourclinicfuncutionsasanimportantemergencyinstitutionaswellfororalandmaxillofacial

surgeryintheNaganodistrict.

抄轟 :1997年6月から2000年5月までの3年間に,長野赤十字病院の救急外来を休日および時間外に受診した歯科口

腔外科疾患患者についての臨床統計的観察を行い,以下の結果を得た｡

1.対象期間中における休日および時間外患者総数は,659名,667症例で,性別は男性381名 (57.8%),女性278名

(42.2%),年代別では,20歳代が最も多かった｡

2.来院方法は,救急車で搬送されたものは,35例 (5.2%)であった｡

3.居住地別をみると,長野市内が507名と最も多かった｡
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4.月別では8月,12月が他の月より多く,曜日別では土曜日,日曜日が他の曜日より多かった0

5.時間別では18時から21時が最も多かった｡

6.当科受診の既往については,今回初めて受診した者が539名 (80.8%)であった｡

7.紹介医療機関については,文書で紹介されたものは,63例 (9.4%)で,歯科開業医が半数を占めていた｡

8.主訴については自発痛が295名 (44.2%)と最も多かった｡

9.診断では軟組織損傷が141名 (21.10/a)で多く,顎骨骨折を含めた外傷が43.60/Oを占めていたo

10.当日入院を必要とした者は40例 (6.0%)であった｡

以上,当院の救急外来患者数は年々増加に伴い,口腔外科的疾患の占める割合も増加しており,救急医療においで

も当院が長野北信地域における口腔外科の基幹病院として重要な役割を果たしていることが示唆された｡

緒 呂

長野赤十字病院は,814床25診療科を有する長野県北

信地域の中核医療施設で,1981年に救命救急センターを

設置し,北信地域 (実質的には主に長野市周辺)の3次

救急医療を行い,同時に長野市医療圏の2次救急 (輪番

制)の約 3分の2を受け持っている｡ 当科も1983年10月

の開設以来,その役割の一端を担ってきた｡

近年,週休 2日制の普及や社会活動の時間帯の多様化

などにより時間外に受診する患者が増えているが,歯科

口腔外科疾患の実態についての報告はきわめて少ない｡

そこで,今回,私達は,当科における時間外患者の実態

を明らかにする目的で,1997年6月から2000年5月まで

の 3年間に当院の救急外来を休日および時間外に受診し

た歯科口腔外科疾患患者について臨床統計的観察を行っ

たので,その概要を報告する｡

対 象

対象症例は1997年6月から2000年5月までの3年間に

長野赤十字病院の救急外来を休日および時間外 (平日16

時45分以降翌日8時半,第2,4土曜日12時半以降)に

受診した歯科口腔外科疾患患者659名,667例である｡ こ

れは,同期間の当院全科における休日および時間外患者

42,066例の1.6%であった｡

結 果

1.性別および年齢別患者数

性別では,男性が381名 (57.8%),女性が278名

(42.2%)で男性の方が多 く,男女比は3:2であった｡

年齢別では,20歳代が175名 (26.6%)と黄も多 く,

次いで10歳未満の160名 (24.3%),10歳代の76名

(ll.5%),30歳代の75名 (ll.4%)の順であった｡10歳

未満と20歳代で全体の約半数を占めてお り,以下高齢に

なるに従って患者数が少なくなる傾向がみられた｡

なお最年少は,生後5か月の女児で,最高齢は96歳の

男性であった｡(図1)
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図 1 性別および年齢別患者数

2.来院方法別症例数

来院方法は,救急車で搬送されたものは35例 (5.2%)

であった｡なお院内入院中のものも2例 (0.3%)あっ

た｡

3.居住地別患者数

患者の居住地 についてみ る と,長野市が507名

(76.9%)と最も多かった｡長野市以外の県内は120名

(18.2%)で,その内訳は長野市に隣接する上水内郡が

35名 (5.3%)と最も多く,次いで,更埴市24名 (3.6%),

須坂市16名 (2.4%),埴科郡14名 (2.1%)の順であった｡

県外も32名 (4.9%)みられた｡(図2)

4.受診月別症例数

月別平均については,8月が29例 (12.9%)と最も多

く,次いで,12月が24例 (10.7%),1月が20例 (8.9%)

の順であった｡これに射 し2月は12例 (5.4%)と最も

少なかったO(図3)

5.受診曜日別症例数

曜日別については,土曜日が149例 (22.3%),日曜日

が146例 (21.9%)で他の曜日より圧倒的に多数を占め
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上

図2 居住地別患者数
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図3 月別症例数

た｡また平日では金曜日が91例 (13.6%)と最も多かっ

た｡(図4)

6.受診時間帯別症例数

時間帯を3時間毎に区切ってみると,平日では18時か

ら21時が111例 (16.6%)と多く,次いで21時から24時

が84例 (12.6%)であった｡土曜,日曜日では18時から

21時が60例 (9.0%)で最も多く,次いで9時から12時が

52例 (7.8%),21時から24時が47例 (7.0%)であった｡

(図5)

7.当科受診の既往

当科受診の既往については,今回初めて受診したもの

が539例と80.8%を占めていた｡一方,当科にて治療中

のものが89例 (13.3%),以前に当科に受診したことが

あるものが39例 (5.8%)であった｡(図6)

8.紹介医療機関別症例数

文書にて紹介され受診したものは,わずかに63例

(9.4%)で,歯科開業医31例 (4.6%)が最も多く,次い

で一般病院が20例 (3.0%)であった｡直接救急外来を

受診したものが604例 (90.6%)とほとんどであった｡

(表1)
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図6 当科受診の既往

症例数

直接来院 604(90.6%)
歯科開業医 31(4.6%)
病院 20(3.0%)
救急外来 (6)
外科 (6)
脳外科 (3)
内科 (2)
その他 (3)
医科開業医 6(0.9%).
病院歯科.口腔外科 2(0.3%)
その他 4(0.6%)

表1 紹介医療機関 別症例数

- 47 -



176 新潟歯学会誌 31(2):2001

9.主訴別症例数

主訴については,重複もあるが,自発痛が295例

(44.2%)と最も多く,次いで出血203例 (30.4%),腫脹

ないし腺痛95例 (14.20/a)の順であったO自発痛の部位

は,歯に関係するものが128例で最も多かった｡(表2)

10.診断

診断については,軟組織損傷が141例 (21.1%)と最

も多く,歯の損傷58例 (8.7%),歯の損傷と軟組織損傷

が合併したもの47例 (7.0%),顎骨骨折28例 (4.2%),

打撲17例 (2.5%)を含めた外傷性疾患が291例で全体の

43.6%を占めていた｡炎症性疾患では145例21.7%であっ

た｡蘭蝕 (歯髄炎)も74例 (ll.1%)あった｡(表3)

症例数

自発痛 295(44.2%)

出血 203(30.4%)

腫脹 .腫痩 95(14.2%)

開開口障害 36(5.4%)

歯の動揺 30(4.5%)

校合不全 8(1.2%)

校合痛 6(0.9%)

その他 26(3.9%)

※重複あり

表2 主訴別症例数

嘩例数

軟組織損傷 141(21.1%)

離蝕 74(ll..1%)

歯の損傷 58(8.7%)

歯+軟組織損傷 47(7.0%)

歯周炎 40(6.0%)

智歯周囲炎 39(5.8%)

抜歯後出血 34(5.1%)

抜歯後棒痛 33(4.9%)

顎骨骨折 28(4.2%)

顎関節脱臼 24(3.6%)

糠南織炎 18(2.7%)

打撲 17(2.5%)

下顎骨骨炎 16(2.4%)

顎関節症 12(1.8%)

口内炎 ll(1.6%)

上顎骨骨炎 10(1.5%)

外傷 .抜歯以外の 術後出血 .後痔痛 6(0.9%)

ガーゼ脱落 6(0.9%)

血腫 5(0.7%)

術後感染 5(0.7%)

その他 43(6.4%)

表3 診断

ll.処置

処置については,軟組織損傷141例中80例が消毒のみ

で,縫合を行ったものが45例,投薬したものが16例であ

った｡歯の損傷については,58例中,特に処置せず経過

観察を行ったものが28例あったが,歯の脱臼の診断で再

植固定を行ったもの9例,整復固定を行ったもの6例で

あった｡当日入院処置を必要としたものが40例 (6.0%)

あり,そのうち口腔外科に入院となったのは,35例

(5.2%)で,他科入院扱いとし,当科で処置を行ったも

のが5例であった｡

考 察

当院の救急外来は休日,夜間は当直医5-6名 (救急

責任当直医,内科系当直医,外科系当直医,ICU当直医,

NICU当直医一小児科,輪番当直医)で対応し,各科が

常時拘束医を置 く体制をとっている｡ 当科においては,

休日,夜間は,拘束医1名を決め,当直医より連絡があ

った場合,必要に応じて救急診療を行うことにしている｡

当院における時間外受診患者は,1997年度が11β63人,

1998年度が13,761人,1999年度が15,508人,2000年度が

15,670人と,毎年増加傾向にあり,歯科口腔外科におい

ても同株に年々増加してきている｡これは近年の社会活

動の時間帯の多様化と救急外来を受診すること-の抵抗

感の減少を反映していると思われる｡ また不安を覚えた

ら即受診する患者が増えてきたためと考えられる｡

時間外受診患者の年齢をみてみると,20歳代と10歳未

満が圧倒的に多く全体の約半数を占めており,当科の時

間外受診患者の年齢分布は他施設 l･2-の年齢分布とほぼ

一致していた｡これは20歳代は社会的な活動性が高く外

傷が多いこと,日常の活動時間帯が夕方から深夜にまで

及んでいるためと思われる3)0 10歳未満では転倒等によ

る予想外の受傷が多く,また窪田ら･l)が指摘しているよ

うに少子化の進行,養育-の関心の高まり,育児不安,

日中共働きによる両親不在などから時間外受診率が高か

ったと思われる｡

性別については,男性の方が女性より多く,他施設の

報告1･2･5)と一致していたoこの点に関しては,社会的

に女性の方が時間的余裕があり時間内受診可能な場合が

多いこと,男性は社会的活動性が高く,外傷が多かった

ことより男女比の差が生じたと思われる｡

来院方法については,救急車で搬送されたものは35例

でわずか5.2%であった｡当院で同期間の時間外に救急

車を利用した救急患者5217例のうち0.7%であった｡こ

れは受診理由が口腔領域に限局しており,全身的な影響

がない場合が大部分であるためであった｡救急車を利用

した者はほとんどが骨折等の入院処置を必要としてお

り,近年問題となっている安易な救急車の利用者はみら
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れなかった｡

患者の居住地については,当院所在地の長野市が

76.9%を占めていたが,市外からの受診者も18.2%あり,

市内外ともに救急医療の中核となっていると思われた｡

県外も4.9%あったが,その多くは県外からのスキーヤー,
スノーボーダーの外傷患者であった℃

月別平均では8月が最も多く,次いで12月,1月の服

であった｡8月は開業医がお盆休みがあること,12月,

1月は当院が年末年始の休みであることより受診者が多

くなったと考えられる｡

曜日別では,土曜,日曜日が多かった｡これは第2,

第4土曜日と毎週日曜日が病院の外来業務を行っていな

いためでもあるが,平日で外来業務を行っていない同時

間帯を比較しても,土曜,日曜日の方が受診者が多い傾

向がみられた｡平日では金曜日が多かった｡翌日休診へ

の不安感も要因の一つとして考えられる｡

時間別では平日は就学,就業時間の後にあたる18時か

ら24時の間に集中していた｡特に深夜帯ではその時間を

活動時間とする10歳代,20歳代の受診が多くを占めてい

た｡土曜,日曜日では平日同様に18時から21時が多いが,

9時から12時の受診も多かった｡

当科受診の既往については,今回救急外来を初めて受

診したものが8割を占めていた｡そのなかには歯科開業

医にて処置後,痔痛,出血等のなんらかの問題を生じ受

診に至ったものも含まれていたが,これは地元歯科医師

会では,日曜,祝日の午前中だけしか,当番制の緊急医

療体制をとっていないためと考えられる｡ 今回当科で処

置し,帰宅後問題を生じ再受診したものも13.3%あり,

抜歯後出血,痔痛を主訴とするものが比較的多かった｡

紹介医療機関の内訳は,他医療機関からの紹介による

来院はわずか9.40/Oであった｡これは,当科6)における

平成10年度の新患患者の紹介率34.6%と比較してかなり

低率であり,救急外来受診を第-選択と考えているもの

が多いためと思われる｡

主訴については,自発痛が44.2%と最も多かった｡自

発痛を主訴にするものの中には,以前から自発痛を自覚

しながら鎮痛剤内服で放置していた例も多くみられた｡

時間内受診は難しい社会的状況と,治療に対する必要性

の意識の低さがみられた｡また転倒による10歳未満の口

腔内軟組織損傷が多かったためか出血も30.4%と高い比

率を示した｡

診断については,軟組織損傷,歯の損傷,歯および軟

組織損傷,顎骨骨折,打撲等と合わせると外傷が全体の

43.50/Oを占めており,外傷の比率は,中村 5)大西ら2)の

報告と一致していた.軟組織損傷については約半数が特

に処置を必要とせず経過観察となった｡軟組織損傷に次

いで多かった覇蝕については,96.9%が鎮痛剤処方のみ

であった｡当科は,開設時より一般歯科治療を行わない
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こととしており,地元の人達にも理解されているが,深

夜痔痛ががまんできず,やむを得ず来院するものと思わ

れる｡ また,歯の損傷についても約半数が当日特に処置

を必要とせず経過観察であったoこのように,救急外来

にて処置をせず,経過観察や処方のみとなったものは,

当科の拘束医が呼ばれることはなく,救急当番医が対応

したものがほとんどであり,比較的軽症であっても受診

する傾向がみられた0-万,歯の脱臼,顎骨骨折,抜歯

後出血については,その多くが当科拘束医に連絡があり,

救急外来における口腔外科の役割が認識されていると思

われた｡

入院の有無については,即日入院が必要となったもの

が6.0%あり,顎骨骨折を中心とする外傷と,内服薬で

は消炎困難な炎症であった｡

結 請

今回私達は,1997年6月から2000年5月までの最近3

年間に,当院を時間外に受診した歯科口腔外科疾患659

名,667イ糾こついて臨床統計的観察を行い,次のような

結果を得た｡

1.年齢では20歳代が最も多く,次いで10歳末滴,10歳

代の順であった｡性別では男性が女性の約1.5倍で

あった｡

2.来院方法は救急車で搬送されたものは,わずか35例

5.2%であった｡

3.患者の居住地は長野市が507名で76.9%を占めてい

た｡

4.月別では8月が最も多く,次いで12月,1月の順で

あった｡

5.曜日別では,土曜,日曜日が最も多く,平日では金

曜日が多かった｡

6.時間別では平日,土曜,日曜日とも18時から21時の

時間帯が最も多かった｡

7.当科受診の既往については今回初めて受診したもの

が539例80.8%であった｡

8.文書にて紹介され受診したものは63例9.4%であっ

た｡

9.主訴については,自発痛が最も多く,次いで出血,

腺癌ないし腫脹の順であった｡

10.診断は,軟組織損傷が最も多く,顎骨骨折を含めた

外傷が43.5%を占めていた｡

ll.即日入院を必要としたものは,40例6.0%であった｡
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